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mtDNA遺伝原理の解明
（遺伝様式、病態モデル・診断法への応用）

遺伝子改変動物の開発
（ゲノム編集、疾患モデル）



哺乳類ミトコンドリアDNA遺伝原理の解明と応用技術の開発

異質性mtDNAのマウスモデル異質性mtDNA遺伝原理と病態発症の解明

発生工学と遺伝子改変技術

胚・配偶子の凍結保存技術ゲノム編集技術などによる遺伝子改変動物、
疾患モデルの開発

※ゲノム編集や発生工学の技術を実践することにご興味のある学生の方もご連絡頂ければと思います。


